
 
  

みどり市温泉施設整備審議会 第 7回 
「施設の整備方針、機能、規模」 

令和 3年 9月 17 日 

1. 施設の整備方針 

「みどり市温泉施設整備基本構想」における施設整備の基本理念として以下の４つが挙げられていま

す。 

 

●市民の寛ぎと憩いの場としながら、健康増進を図ります。 

●みどり市の魅力を発信し、それを体感できる施設を目指します。 

●サービスの向上、施設維持管理コストの低減及び収益確保を目指しながら、民間企業との協働を

図ります。 

●災害時においても、機能を維持し、業務の継続性を備えます。 

 この基本理念を踏まえて、みどり市温泉施設整備の基本計画のよりどころとなるコンセプトを設定し

ます。 

 

（１）かたくりの湯及び大間々老人憩いの家の利用者層 

既存施設（かたくりの湯、大間々老人憩の家）における現在の主な利用者は高齢者であり、市

外利用者や市内の高齢者以外の利用者は少ない状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 

 

令和元年度における既存施設の利用者内訳 

 

（２）現状と将来像 

 現状では、市内の高齢者の利用が多く、かたくりの湯と大間々老人憩いの家は、新しい温泉施設とし

て統合されることになっています。 

リニューアルする温泉施設は、高齢者だけでなく、市内のファミリー層や若者をターゲットとした、

家族風呂や露天風呂を機能として取り入れ、多くの市民に親しまれる温泉を目指します。また、温泉か

ら出た後、ゆっくり個室でくつろげる機能を設け、リピート客を増やし、憩いの場とします。 

 鹿田山フットパスなどと連携し、健康増進イベントやファミリー層や若者を中心としたイベントを開

催し、集客を目指します。 
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（３）コンセプト 

  既存利用者である市内の高齢者だけでなく、市内のファミリー層や若者をターゲットとした施設

が望ましいため、公共の施設であることから、市民の満足度が高い施設にすることが重要です。そ

こで、 

  ・高齢者をはじめ、多くの世代の市民に親しまれ、利用される温泉施設 

  ・住民福祉の向上や健康増進につながり、多くの市民に利用していただける交流の場となる温泉 

施設 

を目指します。 

（４）新施設の利用者設定 

   設定したコンセプトのもと、新施設に呼び込む世代層と人数は下記に示すように設定します。 

   ・現施設(かたくりの湯＋大間々老人憩いの家)から 30％の利用者数増を目指す。 

    現施設:156,544 人→新施設:205,000 人 

   ・高齢者の利用者数の増加率＋20％を目指す。 

   ・大人の利用者数の増加率＋50％を目指す。 

   ・子供の利用者数は、ファミリー層の利用者数増を見込み、大人の 3割強の利用者数増を目指

す。(父母 2人＋子供 1人の家族を想定) 

   ・障がい者の利用者数の増加率＋10％を想定します。 

 

図 既存施設と新施設の利用者構成率の比較
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図 既存施設と新施設の想定利用者数の比較 

2. 施設の機能と規模 

（１）温浴機能の規模設定 

   新施設の必須機能となる浴室部分の規模を既存施設であるかたくりの湯と大間々老人憩いの家

の利用者数とその規模から検討を行い、以下のとおり設定します。規模算定の詳細は下記による。 

  ・既存両施設の合計した利用者数（男女比率半々）の 30％増加を見込み、現在のピーク時の時間利

用者数 31.2 人/ｈ（かたくり 25.4 人＋大間々5.8 人）×1.3＝40.56 より、凡そ 40 人/ｈが利用

するものとします。 

  ・時間あたりの平均利用者数は、かたくりの湯の実績から最大利用者人数の約 75％を準用し、60 人

にて検討します。 

  ・かたくりの湯に対しては手狭との意見も少なくないので、「ゆったり感」が感じられるようにかた

くりの湯の一人あたりの面積よりも多少広めに施設規模を設定します。 

 

 新施設の規模算定 かたくりの湯 大間々老人憩いの家 

毎時利用人員 40 人 26 人（端数切り上げ） 6 人（端数切り上げ） 

同時浴室利用人員 27 人 ※1 17 人 4 人 

同時脱衣室利用人員 13 人 ※2 9 人 2 人 

同時浴槽利用人員 14 人 ※3 9 人 2 人 

同時洗い場人員 13 人 ※4 8 人 2 人 

浴槽面積 40 ㎡以上 ※5 

2.9 ㎡/人 

15 ㎡ 

1.7 ㎡/人 

6 ㎡ 

3.0 ㎡/人 

洗い場面積 102 ㎡ ※6 

7.8 ㎡/人 

45 ㎡ 

5.6 ㎡/人 

28 ㎡ 

14.0 ㎡/人 

浴室面積 142.2 ㎡ ※7 

5.3 ㎡/人 

60 ㎡ 

3.5 ㎡/人 

34 ㎡ 

8.5 ㎡/人 

脱衣室面積 142.2 ㎡ ※8 

10.7 ㎡/人 

33.9 ㎡ 

3.8 ㎡/人 

29 ㎡ 

14.5 ㎡/人 

想定規模 

(浴室＋脱衣室) 

露天風呂は含まず 

284.4 ㎡(≒300 ㎡) 

サウナやジャグジー風

呂などの機能を付加す

る場合は 300 ㎡程度必

要 

175.38 ㎡ 134.4 ㎡ 

 

表 温浴機能(浴室)の規模設定 ※男女別々 

 

※1…毎時利用人員×（各人入浴時間 40分）÷60分＝浴室にいる人数（残りは脱衣室にいる） 

※2…毎時利用人員-同時浴室人員 

※3…同時浴室人員の 50％（切り上げ） 

※4…同時浴室人員の 50％（切り下げ） 

※5…同時浴槽人員×3.0 ㎡以上（一人につき足を延ばしてくつろげる 1.5ｍ×2.0ｍとした） 

※6…かたくりの湯の洗い場密度 5.6 ㎡/人の 30％割増により、7.3 ㎡/人 

※7…浴槽+洗い場 

※8…浴室面積同等 
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入
す
る
と
評
価
さ
れ
た
機
能

：
P
FI
検
討
時
導
入
は
任
意
と
評
価
さ
れ
た
機
能

運
用
の
難
易
度

－

対
象
利
用
者

－

コ
ス
ト
(イ
ニ
シ
ャ
ル
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
)

－

野
口

雨
情

コ
ー

ナ
ー

茨 城 県

展
望

室
・
ス

カ
イ

ラ
ウ

ン
ジ

（
屋

上
）
、

創
作

コ
ー

ナ
ー

、
パ

ソ
コ

ン
コ

ー
ナ

ー

情
報

コ
ー

ナ
ー

物
販

飲
食

そ
の

他
・
特

殊

そ
　

の
　

他

多
目

的
室

、
防

災
倉

庫

そ
ば

・
う

ど
ん

打
ち

体
験

室
、

伝
統

文
化

伝
承

室

施
設

名
称

自
治

体
延

床
面

積

屋
内

付
加

運
動

人
口

栃 木 県

日
光

市
7
9
,4

0
3

群 馬 県

天
然

石
発

掘
ゾ

ー
ン

、
化

石
発

掘
ゾ

ー
ン

展
望

室
・
ス

カ
イ

ラ
ウ

ン
ジ

（
屋

上
）
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足
湯

飲
泉

所
イ

ベ
ン

ト

ス
テ

ー
ジ

広
場

B
B

Q
場

ド
ッ

グ
ラ

ン
屋

外

ト
イ

レ

E
V

充
電

ス
タ

ン
ド

新
し
い

温
泉

施
設

機
能

み
ど
り
市

5
0
,0

0
9

人
－

〇
○

見
晴

ら
し

の
湯

ふ
れ

あ
い

館
※

道
の

駅
と

併
設

※
H

2
3
.7

開
館

・
R
3
.4

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

前
橋
市

3
3
4
,1

5
0

人
－

〇
〇

〇
htt
ps
://
pe
rai
ch
i.co
m/
lan
din
g_p
age
s/v
iew
/fu
jim
ion
sen

小
野

上
温

泉
セ

ン
タ

ー
 「

ハ
タ

の
湯

」
※

S
5
6
開

館
・
R
3
.4

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

渋
川
市

7
5
,2

0
8

人
－

〇
〇

htt
ps
://
ha
tha
no
yu
.ca
po
o.jp
/

恵
み

の
湯

※
H

1
3
.7

開
館

安
中
市

5
6
,3

0
9

人
2
8
6
7
㎡

htt
ps
://
ww
w.m
egu
mi
-sp
a.c
om
/

い
ず

み
の

杜
※

H
1
3
開

館
大
泉
町

4
1
,9

8
7

人
3
9
4
1
㎡

〇
htt
p:/
/w
ww
.to
ho
gro
up
.co
.jp
/iz
um
i/

道
の

駅
あ

が
つ

ま
峡

吾
妻

峡
温

泉
天

狗
の

湯
※

H
2
2
.4

開
館

東
吾
妻
町

1
4
,0

8
2

人
－

〇
〇

〇
〇

〇
htt
ps
://
ww
w.a
gat
su
ma
kyo
.jp
/te
ng
un
oyu
.ht
ml

湯
西

川
　

水
の

郷
観

光
セ

ン
タ

ー
※

H
2
3
.7

開
館

－
〇

htt
ps
://
yu
nis
hig
aw
a-m
izu
no
sat
o.jp
/

道
の

駅
湯

西
川

※
H

1
8
.8

開
館

人
－

〇
〇

htt
p:/
/w
ww
.m
ich
ino
eki
-yu
nis
hig
aw
a.jp
/

黒
羽

温
泉

五
峰

の
湯

※
H

1
0
開

館
大
田
原
市

7
2
,0

0
3

人
16

19
㎡

下
野

市
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
ゆ

う
ゆ

う
館

※
福

祉
機

能
が

主
た

る
施

設
※

H
1
5
開

館

下
野
市

6
0
,1

8
4

人
4
8
7
5
㎡

htt
p:/
/w
ww
.yo
u-y
ou
-ka
n.c
om
/

道
の

駅
き

つ
れ

が
わ

※
H

1
3
.6

開
館

・
H

2
9
.4

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

さく
ら
市

2
1
,8

8
7

人
1
5
6
4
㎡

〇
〇

〇
〇

〇
htt
ps
://
mi
ch
ino
eki
-ki
tsu
reg
aw
a.jp
/h
ots
pri
ng

い
こ

い
の

家
「
は

な
さ

か
」

※
H

1
7
.4

開
館

笠
間
市

7
2
,7

4
7

人
13

73
㎡

htt
ps
://
ww
w.s
-se
iun
.co
.jp
/sh
ise
tsu
/h
an
asa
ka/

さ
し

ま
健

康
交

流
セ

ン
タ

ー
「
遊

楽
里

」
※

H
2
2
.3

開
館

坂
東
市

5
3
,2

9
1

人
2
9
9
9
㎡

温
浴

施
設

約
1
6
0
0
㎡

htt
p:/
/w
ww
.sa
sh
im
ayu
rar
i.co
m/

埼 玉 県

第
二

老
人

福
祉

セ
ン

タ
ー

　
元

気
の

里
※

R
2
.1

開
館

新
座
市

1
6
6
,2

3
4

人
1
0
1
5
㎡

htt
p:/
/w
ww
.te
iko
ku
-bl
dg
.co
m/
nii
zas
his
en
ior
/sh
ise
tu2
.ht
ml

▲
▲

▲
○

○
✖

○
✖

✖
✖

▲
▲

○
▲

▲
▲

✖
✖

▲
○

▲
▲

○
▲

✖
○：
整備
方針
に整
合す
る/
低コ
スト
/運
用し
やす
い 
 ▲
：条
件付
きで
整備
方針
に整
合す
る/
中コ
スト
/や
や運
用が
難し
い 
 
：整
備方
針に
整合
しな
い/
高コ
スト
/運
用が
難し
い

：P
FI検
討時
導入
する
と評
価さ
れた
機能

：P
FI検
討時
導入
は任
意と
評価
され
た機
能

ht
tp
s:
//
w
w
w
.c
ity
.o
ht
aw
ar
a.
to
ch
ig
i.j
p/
do
cs
/2
01
30
82
76
49
59
/

ht
tp
s:
//
w
w
w
.c
ity
.o
ht
aw
ar
a.
to
ch
ig
i.j
p/
do
cs
/2
01
30
82
77
20
08
/

対
象
利
用
者

コ
ス
ト
(イ
ニ
シ
ャ
ル
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
)

運
用
の
難
易
度

施
設

名
称

自
治

体
人

口
延

床
面

積

屋
外

施
設
H
P
リ
ン
ク

群 馬 県 栃 木 県

日
光

市
7
9
,4

0
3

茨 城 県

6



(3)導入機能の提案 

表 屋内施設の導入機能と規模 

 区分 機能 新温泉施

設の規模 

かたくり

の湯規模 

備考 

必

須 

温浴 浴室 600 ㎡ 175.38 ㎡ かたくりの湯の浴槽及び洗い場は寛ぎと

憩いの場とは言い難い状況のため、新しい

温泉施設は、男女各 300 ㎡程度(洗い場・

脱衣室含む) 

※ピーク時利用人数(男性 40 人、女性 40

人の計 80人)の想定。 

露天風呂 100 ㎡ － 露天風呂を取り入れている施設は多くあ

るため。 

男女各 50㎡程度を想定×2室 

各 5人程度 

家族風呂 80 ㎡   － ファミリー層を取り入れるため。介護(異

性も可)を伴う浴室利用にも配慮。 

40 ㎡(脱衣、個室含む)×2室 

休憩 大広間 

(湯上がリ

コーナー含

む) 

190 ㎡ 57.967 ㎡ 

(和室) 

約 33 ㎡ 

(洋間) 

計 91 ㎡ 

かたくりの湯の大広間は、寛ぎと憩いの場

とは言い難い状況のため、新しい温泉施設

は、70 畳和室、踏込、収納、 

最大 60 人程度 

個室 

(和室) 

60 ㎡ 

－ 

個室を取り入れている施設は多く、ファミ

リー層などを取り入れるため。 

20 ㎡(踏込含む)×3室、多目的利用可 

各 8人程度 

個室 

(洋室) 

40 ㎡ 

－ 

個室を取り入れている施設は多く、ファミ

リー層などを取り入れるため。 

20 ㎡×2室、多目的利用可 

各 8人程度 

共用 トイレ 60 ㎡ トイレ 

約 15㎡ 

思いやりトイレ、 

男子トイレ、女子トイレ 

エントラ

ンスホー

ル・廊下 

200 ㎡ 屋外の多目的広場と一体的に利用可能な

設え。 

イベント時の農産物直売スペース利用可 

管理 事務室、

倉庫等 

管理諸室 

計 200 ㎡ 事務室 

約 13 ㎡ 

 

機械室 120 ㎡ 約 55 ㎡ 浴室＋露天風呂＋家族風呂面積×15％程

度 

※今後、熱源の具体的な検討により変更の

可能性あり 
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 区分 機能 新温泉施

設の規模 

かたくり

の湯規模 

備考 

付

加 

多目

的 

多目的室 50 ㎡ 
－ 

卓球、ダーツなど多目的に使用できる場所

を設け、健康増進につなげるため。 

物販 売店 20 ㎡   － 農産物(みどり市ブランド)、飲料、菓子な

ど 

飲食 軽食コー

ナー 

60 ㎡   － 厨房含む 

※食事を主目的とした利用者は少ないも

のと想定されるため、規模を縮小し軽食

程度の設定とする 

防災 防災倉庫 20 ㎡   － 災害発生などの非常時の際の非常食や毛

布等の備蓄機能を備えるとともに非常時

の温浴機能の提供を補助するため。 

計   1,800 ㎡ 379.34 ㎡  
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表 屋外施設の機能と規模 

機能 新温泉施

設の規模 

かたくり

の湯規模 

備考 

足湯コーナー 3 ㎡  

－ 

※源泉湯量が少ない、温泉浴室利用を目

的とした利用者が多いため導入を検

討。 

多目的広場 

(イベント対応可能ス

ペース) 

400 ㎡ － マルシェや朝市など 

屋内共用部分と一体的に利用可能な設え 

駐車場 3,000 ㎡ 

以上 

不明 来館者用駐車場台数 111 台以上 

※ピーク時 167 人利用(温浴 80 人＋休憩

77 人＋飲食 10 人)÷1 台あたり乗車人数

1.5 人×1台あたりの必要面積 30 ㎡ 

※従業員用駐車場は別途源泉地に確保す

る想定 

緑地 198 ㎡ 

以上 

－  

 

都市計画法開発許可条件 

敷地面積(開発区域面積)の 3％以上 

6,600 ㎡程度の敷地面積を想定 
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3. 次回の審議会 

令和 3年 10 月 26 日（火） 

 施設候補地の選定・基本計画(素案)について 

 配置計画について 

 インフラについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典 

※1 みどり市温泉施設整備基本構想 令和 2年 4月 

※2 みどり市温泉施設整備事業 PFI 導入可能性調査業務委託 令和 3年 3月  
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補遺資料１ 

 

ア 第 2 次みどり市総合計画 

 基本政策である「健やかに生きる安心のまちづくり」を実現するための施策の一つとして、「地域福祉

の充実」が掲げられており、かたくりの湯のリニューアルによる、快適な利用環境の創造と「住民福祉

の向上」が求められている。 

 
図 第 2 次みどり市総合計画抜粋 「地域福祉の充実」 

 

 また、同基本政策を実現する施策に「健康づくりの推進」が掲げられており、「市民一人ひとりが健康

の保持・増進を意識した生活を送り、市民自ら健康づくりに取り組める環境」が求められている。 

 

図 第 2 次みどり市総合計画抜粋 「健康づくりの推進」 
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これらの他、「にぎわいと活力あるまちづくり」を実現する施策の一つとして、「魅力ある観光地づくり」

が掲げられており、「豊かな自然や各地域にある観光資源を活用」する、「市独自の観光資源を発掘、開

発」し「特色ある観光地づくり」が求められている。 

 

図 第 2 次みどり市総合計画抜粋 「魅力のある観光地づくり」 

 

 

イ みどり市都市計画マスタープラン 

①みどり市全体のまちづくりの方向性 

 みどり市全体のまちづくりの方向性として、「多自然居住環境の形成と観光まちづくり」が掲げられ

ている。特に計画地の位置する市南部においては、「利便性の高い田園都市の形成」及び、「森などの自

然環境のほか、豊かな歴史資源や農産物などの地域資源を活用した観光まちづくり」の推進が求められ

ている。 

 

②計画地周辺のまちづくりの方向性 

 計画地の位置する鹿地域の将来像として、「緑豊かな生活文化と利便性に富むまち」が掲げられてい

る。計画地周辺は「沿道市街地ゾーン」と「田園共生ゾーン」のいずれかに該当する。 

表 各ゾーンにおける土地利用の方向性 

ゾーン 土地利用の方向性 

沿道市街地ゾーン 「後背の居住環境や田園環境への影響に配慮しながら商業施設な

どの沿道サービス施設の立地誘導を図り、都市としての利便性の向

上」が推進されている。 

田園共生ゾーン 「関連法に基づく優良農地の保全や集落内の生活基盤の整備・拡充

を図り、良好な営農環境と居住環境の形成」が推進されている。 
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図 みどり市都市計画マスタープラン抜粋 「鹿地域まちづくり方針図」 
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